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𝑃0 = 𝐴を出発し、𝑃1として移動可能な点は、𝐵, 𝐶, 𝐷のうちいずれか3点である。 

以降𝑛回目まで、次に移動可能な点は常に3点であるから、このような移動経路の総数は3𝑛通り。 

 

終点𝑃𝑛が𝐷, 𝐸, 𝐹のいずれかとなるものの総数を𝑏𝑛とする。 

𝑛回目の移動後𝐴, 𝐵. 𝐶のいずれかにいるとき、𝑛 + 1回目の移動後も𝐴, 𝐵. 𝐶のいずれかにいるには、移動可能な

点は2点である。 

𝑛回目の移動後𝐷, 𝐸, 𝐹のいずれかにいるとき、𝑛 + 1回目の移動後に𝐴, 𝐵. 𝐶のいずれかにいるには、移動可能な

点は1点である。 

これより次の漸化式が成り立つ。 𝑎𝑛+1 = 2𝑎𝑛 + 𝑏𝑛 

𝑎𝑛 + 𝑏𝑛 = 3𝑛であるから 𝑎𝑛+1 = 2𝑎𝑛 + 3𝑛 − 𝑎𝑛 = 𝑎𝑛 + 3𝑛 ∴ 𝑎𝑘+1 − 𝑎𝑘 = 3𝑘 ──① 

 

①の両辺の、𝑘 = 1から𝑘 = 𝑛 − 1までの和をとると 
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